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研究成果概要 

本課題に関して今年度は以下の研究を行なった。  

⚫ 大気ニュートリノ事象を用いたニュートリノ反応における中性子生成数の測定 

ニュートリノ反応で生成される中性子を測定することにより、ニュートリノ種別やエネ

ルギー、方向などの事象再構成において改善が期待されている。しかしながら、中性子

生成モデルによる期待値と観測結果には大きな差異が見られ、高精度の測定と生成モデ

ルの改善が求められきた。本研究では、大気ニュートリノ事象を用いて 100MeV から

10GeVでのエネルギー領域で高精度な中性子生成数を測定を行った（下図参照）。また、

測定結果を様々な核内外相互作用モデルによる期待値と比較し、生成モデルの評価を行

った。本研究にの結果は今後ニュートリノ反応シミュレーションへ反映され、また、中

性子を用いたニュートリノ事象解析にも活用されると期待される。 
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（図）大気ニュートリノ事象で測定された各

エネルギーでの平均中性子生成数 
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